
[ここに入力] 

粕谷和夫の観察日記より鹿児島県 出水の田んぼにニューナイスズメも来ていました。頭上の電線に大群が止まってい
ました。普通のスズメと違って、オス・メスの模様が異なります。❤羽の色が赤茶色で、頬に黒斑がありません 

紅葉台新聞が『高尾フモト同盟』に掲載されています。高尾にあるお店や様々な情報が満載です。検索して見てください 

紅葉台新聞６４号の訂正。小松さんの話を聞いたお店は、「いまここ café 杜氏丸」でした。「陵南公園」漢字訂正。 

 

高尾居食処「てまりや」紹介      

 高尾にはかつて「牛若丸」という名前の海
鮮居酒屋がありました。お店の前には大きな
生け簀があって、魚が泳いでいるのを見た方
もいるのではと思います。「行ったことはな
いが知っている」人は多いのではと思います。
２０１６年に閉店し、今は「てまりや」とい

う名前のお店になっています。場所は、消防署の裏、隣
には「田舎こっぺ」という名前のコッペパンとコーヒー
のお店があります。その建物に向かって左手に「てまり
や」があります。青くて丸い手毬のロゴが目印です。2 階
に階段を上ると、お店があります。ランチは肉か魚が選
べます。 

阿部さんと行ったので、「カマスの煮
つけ」と「ブリのたたき」を注文しま
した。流石に元魚料理の専門店だけ 

あって美味しかったで
す。カマスが１匹こん

な顔をしているのかとまじまじ見まし
た。お頭から尻尾までどんとお皿にのっ
ているのはちょっと感動です。ブリも紅葉おろしとレモ
ンでさっぱりしていてこれも美味しかったです。写真の
通り。これで税込み１０００円でした。最後にコーヒー
が付きます。店主の毛木利昭（もぎ としあき）さんは、
２代目。話を聞くと、これまでいろいろ苦労がありまし
た。かつての生け簀は小田原まで行って魚を仕
入れてきたそうです。行くだけで６時間。往復
１２時間。先代の父親は東京の迎賓館まで行っ

て、すっかりその建物が気に
入ってしまったようです。その
ため店内は、居酒屋というより西欧風の
装飾品で出来ていて、よく見るとおしゃ
れなところでした。今は、レザー教室も希
望者が３人集まるとできるそうです。
ちょっとした隠家。ここで美味しいし食

事をしながら友達とおしゃべりするのも楽しいですね。 

初めて行ってみて高尾にも美味しいお店があるのを発
見しました。夜は居酒屋になりますが，前日までの予約
が必要です。ですからランチがおすすめです。 

メニューは、上記のほかに「刺身」「宮崎豚せいろ蒸
し」「シュウマイ定食」「生姜焼き定食」「豚丼」「豪
華てまりや御膳」等あります。 

TOUMAI のオーナーとも知り合いだそうです。毛木さん
は、話してみるととても気さくで長年の経験を生かして
お店を切り盛りしている様子が伝わってきました。 

定休日： 月曜日（祝日の時は、翌日）  

営業時間： １１時３０分から１５時 （文責 関谷） 

粕谷和夫の観察日記  

鹿児島県 出水での探鳥特集 

1 月下旬。鹿児島県出水荒崎の田んぼに
１万羽以上の規模で越冬をしているツ

ルを観察に行ってきました。現地は鳥インフルエンザで
養鶏が大打撃を受け、感染したツルも大量に死んでしま
うなどで鳥を見る人たちの行動にも大きな制限がありま
した。この写真は、ツル観察センター隣の田んぼのツル
のねぐらから飛び立つナベズル、マナズルです。 

ナベズル 

出水の田んぼで越冬しているツルで最も
羽数が多いのがナベズルで、約７０００
羽と言われています。そのナベズルの近

くにタゲリが寄ってきました。関東では考えられない
ツーショットです。（拡大して見てください） 

マナズル（上）とカナダズル（下） 

出水の田んぼで越冬中のツルで２番
目に多いのは、マナズルで、ナベズル
より大きいです。写真の下は、貴重な
カナダツルで今年は、２羽の渡来だそ
うです。比較的近くにいたので写真が
撮れました。 

  

ソデグロズル 

出水市のツル観察センタ―隣の地元物
産展でソデグロズルには残念ながら出
会えないと話をしていると、店の方が
「そのツルのいる場所に案内する」と言
われました。その親切に甘んじて連れて
行っていただきました。地上にいると全
身が白く見え、ソデグロ（袖黒）という

名前のとおり飛ぶと翼の先だけ黒く見えました。出水
で１万羽以上のツルの中で 1 羽しかいない非常に珍し
いツルです。 

クロツラヘラサギとツクシガモ 

出水の田んぼにはツル以外にも野
鳥が来ています。観察センターか
ら遠いところなので鮮明な写真は
撮れませんでしたが、監視員から
クロツラヘラサギとツクシガモと

の説明を受けました。クロツラヘラサギのクチバシが
ヘラになっています。 

   やはり現地に行った甲斐がありましたね。ナベズルは、
鍋の底を焦がしたような羽からきています。タゲリは、
歌舞伎役者のようです。貴重なカナダズルを見たのも
超ラッキーでした。ソデグロズルは、絶滅危惧種のよ
うです。地元の人に聞いたのも良かったです！！ 
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